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『
日
蓮
学
』
第
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
身
延
山
開
創
七
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
の
特
別
号
と
し
て
、
論
文
六
編
、
資
料
一
編
、
報
告
一

編
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

望
月
真
澄
先
生
の
「
日
蓮
の
身
延
入
山・

甲
斐
国
巡
教・

身
延
山
開
闢
に
関
す
る
記
述
―
日
蓮
伝
記
本・

地
誌
類・

紀
行
文
を
素
材
と
し
て
―
」
は
、

日
蓮
聖
人
の
身
延
入
山・
甲
斐
国
巡
教・

身
延
山
開
闢
の
三
点
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
寺
院
由
緒
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、

日
蓮
伝
記
本
、
地
誌
類
、
紀
行
文・
案
内
記
の
記
述
の
分
類・

比
較
を
通
し
て
検
討
し
た
論
文
で
す
。

　

鈴
木
隆
泰
先
生
の
「
女
人
成
仏
―
お
よ
び
女
身
成
仏
―
」
は
、
仏
教
に
お
け
る
女
性
の
扱
い
を
「
１
．
女
性
一
般
の
場
合
／
２
．
優
婆
夷
の
場
合
／

３
．
比
丘
尼
の
場
合
／
４
．
菩
薩
、
ブ
ッ
ダ
の
場
合
／
５
．
日
蓮
遺
文
」
と
い
う
五
項
目
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
論
文
で
す
。

　

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン・

ス
ト
ー
ン
先
生
の
「Is T

here Still Buddhism
 O

utside Japan? : Som
e T

hirteenth-Century Perspectives

」
は
、
日
本

仏
教
に
お
け
る
日
本
観
、
す
な
わ
ち
辺
境
意
識
と
中
心
意
識
と
い
う
一
見
相
矛
盾
す
る
二
つ
のperspective

に
つ
い
て
の
論
文
で
す
。
特
に
十
二
世

紀
後
半
～
十
三
世
紀
に
注
視
し
、
明
恵
の
天
竺
留
学
断
念
の
逸
話
を
軸
と
し
な
が
ら
覚
憲
、
鴨
長
明
、
栄
西
、
日
蓮
聖
人
ら
の
著
作
の
検
討
な
ど
を
通

じ
て
考
究
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

槇
殿
伴
子
先
生
の
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
『
千
手
千
眼
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』
の
受
容
と
展
開
―
『
マ
ニ・

カ
ン
ブ
ン
』
編
纂
の
意
図
を
め
ぐ
っ
て
―
」

は
、
チ
ベ
ッ
ト
土
着
の
仏
典
『
マ
ニ・

カ
ン
ブ
ン
』
に
つ
い
て
、
サ
キ
ャ
宗
と
ゲ
ル
ク
宗
が
出
版
し
た
木
版
印
刷
版
に
の
み
『
千
手
千
眼
大
悲
心
陀
羅

尼
経
』
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
そ
の
挿
入
の
意
義・

思
想
的
背
景
を
検
討
し
、
同
書
の
編
纂
意
図
を
考
究
し
た
論
文
で
す
（
な
お
本
論
文

は
、
令
和
３
年
度
仏
教
学
術
振
興
会
助
成
金
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
蔵
経
を
直
接
用
い
た
研
究
」
の
成
果
と
し
て
提
出
さ
れ
た
論
文
を
修
正・

加
筆
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
）。
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拙
稿
「「
虚
構
」
そ
し
て
「
想
像
的
」
な
る
も
の
―
文
学
と
し
て
の
大
乗
―
」
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
二
〇
二
三
年
三
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た

ワ
ー
ク・

シ
ョ
ッ
プ“

Expanding the Range of Japanese Buddhist / Religious Studies”

で
の
発
表
を
基
と
し
た
論
文
で
、
大
乗
経
典
を

「
文
学
」
と
し
て
捉
え
る
試
み
に
つ
い
て
考
究
し
て
い
ま
す
。

　

金
炳
坤
先
生
の
「
出
三
訳
法
華
経
序
記
集
（
中
）」
は
、
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
所
収
の
「
正
法
華
経
記
」「
正
法
華
経
後
記
」、
お
よ
び
『
添
品
妙
法

蓮
華
経
』
経
首
に
置
か
れ
る
「
添
品
妙
法
蓮
華
経
序
」
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
首
に
置
か
れ
る
道
宣
「
妙
法
蓮
華
経
弘
伝
序
」
と
い
う
四
種
の
テ
ク

ス
ト
に
つ
い
て
、
関
連
の
諸
本
と
対
校
し
て
の
校
注
と
私
訳
を
付
し
た
資
料
で
す
。

　

ま
た
今
号
は
、
令
和
二
年
以
来
久
々
の
実
地
と
な
っ
た
本
研
究
所
の
国
際
交
流
事
業
「
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
令
和
五
年
二
月
十

七
日
～
三
月
十
一
日
）
の
成
果
を
伝
え
る
論
文
と
報
告
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
ジ
ル・

エ
マ・

ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン
先
生
「2023 Research: A

lternatives to K
ham

ouk II

」
は
、
漆
工
材
料
「
カ
モ
ク
」
に
つ
い
て
の
研
究

論
文
で
す
。
ジ
ル
先
生
は
「
カ
モ
ク
」
の
研
究
を
第
一
人
者
と
し
て
年
来
続
け
て
お
り
、
本
論
文
は
そ
の
最
新
の
成
果
を
示
す
も
の
で
す
。

　

拙
稿
「
ラ
オ
ス
の
神
仏　

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
地
区
の
寺
院
視
察
を
基
に
」
は
、
ラ
オ
ス
人
民
共
和
国
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
遺
産
地
域
の
寺
院
視

察
の
模
様
と
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
た
報
告
と
な
り
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
日
蓮
研
究
の
今
後
い
っ
そ
う
の
発
展
、
そ
し
て
そ
の
発
展
の
一
翼
を
本
研
究
所
が
担
え
る
こ
と
を
心
よ
り
願

い
ま
し
て
、
第
七
号
の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。�

（
岡
田
文
弘
記
）
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